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概要

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期課題「ス
マートインフラマネジメントシステムの構築」と連携し、国土交
通データプラットフォームの更なる利活用促進に向けて、エコ
システム社会実験の連携実証調査への参加者を、令和7年11
月4日から令和7年12月19日まで公募しました。

本実証において、データ提供者、利用者、インフラAI共創
パートナーの３つの公募タイプで募集を実施し、44件の参加
申請がありました。

国土交通データプラットフォーム
利活用促進に向けた実証調査 第2期公募結果を発表

関連リンク‧参考資料（等）

• 記者発表（令和８年１月21日）

• 第2期公募説明会 公表資料（令和７年11月１７日）

１/21

３つのタイプの公募概要

A) データ提供者 １５件
国土交通データプラットフォーム
を介して参加主体が保有するデー
タを提供する

B) データ利用者 ２８件
国土交通データプラットフォーム
よりデータを利用し、新たなサー
ビスの創出を目指す

C) インフラAI共創パートナー １６件
AI技術の活用によるデータの価
値創出・利活用促進を目指す

NEW！
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※1つの組織が複数タイプ申請している場合があるため、タイプ別件数の合計は申請件数44件とは一致しません。

１５件※ ２８件※

１６件※

<組織の種類別の内訳>※
・大学・研究機関：10件
・自治体：3件
・ゼネコン・建設コンサルタント・
測量業者・地質調査業者：5件
・その他民間企業・団体等：23件

令和7年度 第４四半期
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令和7年度 第４四半期

概要

国土交通省では、2040年度までに建設現場の省人化を少なくとも３割、す
なわち生産性を1.5倍に向上することを目指す i-Construction 2.0の取組
を進めています。

i-Construction 2.0のトップランナー施策である「データ連携のオートメー
ション化」の実現に向けた取組である、BIM/CIMの今後の取組について議論
するため、BIM/CIM推進委員会を開催しました。

土木分野では、主に次の事項について報告しました。

◆ ３次元モデルの工事契約図書化に向けた試行の結果

◆ 設計段階における３次元モデルと２次元図面の整合確認方法

「第15回BIM/CIM推進委員会」の開催

関連リンク‧参考資料（等）

• BIM/CIM推進委員会 | 委員会資料 | BIM/CIM 

ポータルサイト
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「設計段階における３次元モデルと２次元図面の整合確認方法」の策定

BIM/CIMの現在と今後の方向性 （第15回BIM/CIM推進委員会 資料１より抜粋）
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概要

事務所職員の負担軽減のためには、AIなどの支援を活用し、関係者との協議
資料、事業進捗状況の共有資料、工程管理表など、各種資料の作成業務を極力
削減させ、地元や関係者との協議に必要な時間を割く等、データ駆動型の働き
方への転換が必要です。

こうした目標のもと、事業監理データを一元的に扱う「事業監理データ連携基
盤（プロジェクトCDE; Common Data Environment）」の検討を行ってい
るところです。３月１６日に今年度、３回目の検討会を開催し以下を議論。

◆ ＣＤＥを活用した新たな事業監理について

◆ 令和８年度の具体的な検討作業の進め方

令和８年度は、業務プロトタイプを作成し、事務所でも試行実証を行い、２つの
作業部会で機能要件などを議論してまいります。

「第３回事業監理データ連携基盤検討会」の開催

関連リンク‧参考資料（等）

• 有識者会議 | 社会資本マネジメント研究室

3/16
令和7年度 第４四半期

5

令和８年度の検討体制と検討内容

プロジェクトCDEを活用した事業監理アプリのイメージ

発注者
データ

懸案情報

工程情報

空間情報

予算情報

従前の
書類作成が不要に

関係システムから自動入力
人間の入力・登録を必要最低限
に

プロジェクトＣＤＥ
（地整毎）

ビュー
の切替データベース

（交換フォーマット）

事務所毎
事業監理アプリ
［ダッシュボード］

反映
（データマネージャ）

参照
（プロジェクトマネージャ）

議論・意思決定

• 登録データの更新

• メタデータの補正や
誤登録ファイルの整
理

• ファイル差し替え・版
管理

• 公開範囲や権限の調
整 など

受注者
データ

API API

事務所毎
事業監理アプリ
［エディター］

関連ファイル
（写真など）

メタデータ

関連する情報

データ
登録

API API

事業監理高度化検討作業部会 プロジェクトＣＤＥ検討作業部会

【業務フロー・運用ルールの最適化】
• 業務効率化に向けた課題整理と改善案の作成
• 事業監理アプリを前提とした業務フローの見直し
• 事業監理アプリを前提とした現行ルールの見直し
• 事業監理アプリの運用面のフィードバックの整理・反映
• データマネージャ・プロジェクトマネージャの役割分担

【CDEの仕組み・技術仕様の検討】
• 国土交通省標準機能要件（案）の検討
✓事業監理アプリ（必要な機能、標準UI/UX等）
✓プロジェクトCDE（データ連携ＡＰＩ、メタデータ等）
✓ファイル変換ツール（Excel→標準交換フォーマット）
• 事業監理データ標準交換フォーマット（案）の検討
• 事業監理アプリの活用結果を踏まえた機能要件等の

整理・反映

事業監理データ連携基盤 検討会

・プロジェクトCDEの全体方針・共通認識の形成
・両作業部会で検討された内容を踏まえた方向性の決定

相
互
反
映
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概要

建設分野においてAIを活用し建設機械やロボットを自律的に制御
する「フィジカルAI」に関する「技術シーズ」と「現場ニーズ」について
異業種の関係者で情報共有や意見交換をする「ピッチイベント」を開
催しました。

建設分野のフィジカルAI活用を目指した
ピッチイベントを開催！

開催概要

⚫ 開催日時：令和8年3月17日（火） 14:00～17:00

⚫ 主な議事：

１.建設分野におけるフィジカルAIの活用説明

2.参加者プレゼンテーション（２９発表）

３.意見交換

⚫ 参加者：

建設分野におけるフィジカル
AI活用に係る「技術シーズ」や
「現場ニーズ」を有する建設業者
、コンサル、建機メーカー、ロボ
ット・AI企業、大学等104団体、
253名（うち対面79名）が参加

6

参加者からの質問国交省からの回答

参加者からのプレゼン開催状況

意見交換

■「ピッチイベント」開催の様子

信太参事官 挨拶

開催結果

⚫ 建設、通信、ロボット・AI関連等、104の機関が参加。フィジカルAIの現場実装
に向け、多角的な関係者間の連携が必要であるとの認識を共有。

⚫ 参加者から継続的な異業種交流を求める意見が多数寄せられ、今後も連携の場
を維持する方針。

⚫ フィジカルAIの実装に向けた諸課題について、関係者との意見交換を順次実施
していく予定。

3/17

関連リンク‧参考資料（等）

• 建設分野でのフィジカルAI活用にむけてピッチイベントを開催します

令和7年度 第４四半期
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国土交通データプラットフォームの新バージョンをリリースし、P21形式およ
びJ-LandXML形式のプレビュー機能の拡充を行うとともに、AI活用の試行
や、SIPと連携した実証調査によるデータ連携・データ利活用の成果を公開し
ました。

R8.3月時点で、35システム・約336万件のデータを国土交通データプラッ
トフォーム（国土交通DPF）上に掲載しています。

概要

国土交通データプラットフォーム
新バージョンをリリース

3/18

３つのタイプの公募概要

A) データ提供者 １５件
国土交通データプラットフォーム
を介して参加主体が保有するデー
タを提供する

B) データ利用者 ２８件
国土交通データプラットフォーム
よりデータを利用し、新たなサー
ビスの創出を目指す

C) インフラAI共創パートナー １６件
AI技術の活用によるデータの価
値創出・利活用促進を目指す

NEW！
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国土に関するデータ
（24）

経済活動に関するデータ
（6）

自然現象に関するデータ
（5）

・電子納品保管管理システム
・社会資本情報
・国土数値情報
・都市3Dデータ（PLATEAU）
・東京都ICT活用工事3D点群データ
・静岡県 航空レーザー点群データ
・全国道路施設点検データベース
・Cyberport
・国土地盤情報データベース
・My City Construction
・海洋状況表示システム（海しる）
・ダム便覧

・工事実績情報システム（コリンズ）
・高速道路会社の工事発注図面データ
・熊本県施設管理データベース
・インフラみらいマップ
・MMSによる三次元点群データ等
・重要文化財点群データ
・広島県インフラマネジメント基盤（DoboX）
・戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
・道路データプラットフォーム
・歩行空間ナビゲーションデータプラットフォーム
・福島電子納品保管管理システム
・事業評価カルテ

・全国幹線旅客純流動調査
・FF-Data（訪日外国人流動データ）
・道路交通センサス
・GTFSデータリポジトリ
・都市QOLデータ
・航空機騒音監視測定局測定データ
（Ntrack）

・水文水質データベース
・DiMAPS
・SIP4D
・自然災害伝承碑
・災害緊急撮影（斜め写真）

1,688万アクセス

2024年度 2025年度
Q1 Q2 Q3 Q4  Q1 Q2 Q3 Q4  

＜凡例＞R7年度に新規連携のカタログ・データセット、R7年度に追加拡充を行ったカタログ・データセット

336万データ

連携データ数

2020 2021 2023 2024 2025 2026.42022

関連リンク‧参考資料（等）

• 記者発表（令和８年３月１８日）

令和7年度 第４四半期
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国土交通省では、インフラ分野において、データとデジタル技術
を活用し、安全・安心で豊かな生活を実現するため、令和２年度に
「インフラ分野のDX推進本部」（本部長：技監）を設置し、これまで、
「インフラ分野のDXアクションプラン」や「i-Construction 2.0」
「オープンデータの取組方針」について議論してきました。
第12回インフラ分野のDX推進本部を開催し、昨年12月に策定

された政府全体の「人工知能基本計画」も踏まえ、「国土交通省イ
ンフラ分野におけるAI実装に向けた取組方針（骨子案）」について
議論を行いました。

概要

「第１２回インフラ分野のDX推進本部」の開催

関連リンク‧参考資料（等）

• 第12回国土交通省インフラ分野のDX推進本部 公表資料

3/25
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令和２年 ７月29日 第１回 —インフラ分野のDX推進本部の立ち上げ

令和２年 ３月29日 第５回  —インフラ分野のDXアクションプランの策定

令和５年 ７月26日 第８回 －「インフラ分野の DX アクションプラン第２版」の改定

令和６年 ４月 ５日 第９回 － i-Construction ２．０ ～ 建設現場のオートメーション化～

令和６年 10月31日 第10回  －インフラ分野のオープンデータについて

令和７年 ３月17日 第11回 - インフラ分野のオープンデータ取組方針

令和８年 ３月25日 第12回 – インフラ分野のAI実装に向けた取組方針（骨子案）

インフラ分野のDX推進本部 開催経緯

・・
・

・
・
・

令和7年度 第４四半期
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現在、日本国内のスタートアップ数は年々増加していますが、今後はスタートアップ数の増加だけではなく、創業後
の成長力を高める必要があります。
国土交通省では、建設現場における建設系スタートアップの技術（製品・サービス）を分かりやすく整理・紹介する

ことを目的として建設系スタートアップ技術カタログを策定しました。
発注者、施工者をはじめとする建設関係者が、新たな技術に出会い、現場での試行・活用を検討する際の参考資料

として活用されることを期待しています。また、定期的な更新も予定しています。

概要

「建設系スタートアップ技術カタログ」の公表

関連リンク‧参考資料（等）

• 報道発表（令和8年3月27日）

3/27
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【 カタログ表紙 】

【 カタログ掲載技術（例） 】

令和7年度 第４四半期

9

https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001317.html


国土交通行政における技術開発等を含む技術政策の基本的な指針とし
て、令和８年度から令和12年度までを計画期間とする、「第６期国土交通
省技術基本計画」を策定しました。
本計画は、社会の変化を捉えた技術革新を生み出す「イノベーション・エ

コシステム」を確立し、持続可能で強靱な社会を築き、安全・安心で豊かな
未来を創造することを目標としています。この目標のもと、「研究開発の
強化」、「社会実装の加速化」、「技術政策を支える人材育成」に取り組んで
まいります。

概要

「第6期国土交通省技術基本計画」の策定

関連リンク‧参考資料（等）

• 報道発表（令和8年3月31日）

3/31
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政策ニーズに基づく
研究開発支援

（SBIR・SIP等）

現場実証

ニーズシーズマッチング

実装 普及研究開発

技術情報データベース

技術カタログ

表彰制度

（プラットフォームのイメージ）

【国交省】 全体像を一元的示す技術開発プラットフォームの構築

【中小企業・スタートアップ等】 企業規模や
技術成熟度に適した制度活用や事業計画が可能

【大企業等】 政策ニーズやロードマップを
踏まえ長期的な研究開発投資が可能

【金融機関】 国の方針による予見性を高め、戦略的投資が可能

技術開発に関する公募、支援制度等に関し、研究・開発段階、実装段階、普及段階の全体像を一元的

に発信するプラットフォームを構築することで、中小企業、スタートアップ、異分野企業等がそれぞれ

に適した制度活用が可能となり、金融機関等の予見性を高め、研究開発投資を促進し、技術開発全体

の底上げを図る。

イノベーション・エコシステムに関する取組予定例

令和7年度 第４四半期
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